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この論文は, 1986年12月3日，早稲田大学大隈会館において行われた

オルストソ博士の講演のレジュメを翻訳したものである。

英国図書館について

1 1973年に大英栂物館の図害館部が独立して英国図書館となった。それ以米，幾

多の変遷を経て， 19世紀に創設された当時とはまったく異った現在の図密館ができ

あがっている。英国図書館の蔵書は，あらゆる分野，および，言語に及んでおり，

その優秀性は，図書館の創設者ともいうぺきバニッツィの意欲的な指母力に負う所

が大である。彼は，古代のアレキサソドリア図書館が果したのと同じ役割を大英牌

物館の図書館部が果すべきだと考えていた。すなわち，大英膊物館図書館部を研究

目的のために人類の記録文化を保管しておく場所と考えていたのである。あらゆる

資料を例外なく収集し，一般に重要とされる資料とくだらない資料と考えられてい

るものをすぺて区別なく収集した。蔵害構築はきわめて体系的で包括的に行われ

たのである。

2 1840年から1960年代に収集された膨大な資料（納本，交換， および，購入によ

って収集されたあらゆる資料）の利用は，印刷目録を通じて行われていた。すなわ

ち， GeneralCatalogueと呼ばれているもので,1900年に第 1巻が刊行され，現

在では2000冊以上に及んでいる。この印刷目録は現在大閲既室 (ReadingRoom) 

に備え付けられている。その他，特殊分野および特定の時代に関する印刷目録もあ

る。これらの目録類は， Catalogueof Fifteenth Century Books [BMC]のよ う

な蔵書目録から，英語． フラソス語，イタリヤ語，スペイン語，オラソダ語， ドイ

ツ語の文献についての総合目録にまで及んでいる。この種の目録としては，ほかに

写本部の目録．東洋写本および刊本部の目録，および新聞文庫，音楽文庫，地図文

- 37 -



庫などの目録がある。 1875年（この年に個別印刷目録が作られはじめた）から現在

までに，印刷目録を通じて2000万冊以上の文献資料が利用可能になったとされてい

る。英国図書館の最新の所蔵調査によれば，棚の総延長はロンドンからアバーディ

ーンにまで及ぷといわれている。通常の専門職の数が30名にも満たなかった1875年

から1900年の間に，大英博物館図書館部は 300万冊以上の文献についての目録を作

成し公開したのである。

3 1945年以降，世界の出版物が記録的に増加したために，毎年図書館が収集する

資料についての整理問題が，図書館がかかえる大きな課題となっている。 1960年代

に機械化目録が作られるようになり， この緊急の課題に対処するための方策として

の1つの希望の灯となった。 1つの標準化されたルールに問題がなければ，それぞ

れの図書館は，他の図書館の目録を機械的に引き出して使えるようになったのであ

る。国際的な相互協力の精神は，確かに無駄な目録作業を省力化できる希望を与え

てくれたように思う。しかし，残念ながら希望していたような事態とはならなかっ

たのである。すなわち， 1つの標準化された規則はできあがらず， 30種類もの

MARC用の規則が作られ， AACR2の例外規定や修正条項にいたっては，現在で

は本文以上の藷にまでなってしまっているのである。疑いもなく，世界中のあらゆ

る図書館が，未整理本の山に嘆息をついているのである。英国図書館でも，英語お

よび外国語の図書，音楽や地図，写本類の未整理本が，現在13万冊以上にも上って

し、る。

4 大きな研究図書館において政策決定をする場合には，その図書館の過去からの

伝統というものが，重要な要素として働くことは避けられない。英国図書館は，た

だ単にオックスフォード大学のボトレイアソ図書館 (BodleianLibrary)のように

国内的な重要性を持っているというだけではなく，国際的な重要性を持っており，

このことは一般にも認められている。しかし，英国図書館がこの伝統的な責任を果

してゆくことに関して，国際的な直接援助は何も受けてはいない。そして，最近の

予算削減によって，われわれは，資料の収集・保存方法を再考せざるを得なくなっ

てきている。何を優先させるべきかについての周囲からの諸要求は，いずれも一方

的なものばかりであり，蔵書検索の方法を，従来のマニュアル式のものから機械可

読式に変換する仕事が， 目前の処理すべき仕事のために以前より困難になってきて

いる。かなり以前から，技術的な進歩によって，キイワードを付け直さないで書誌

デークを容易に検索できるようになってきている。しかし，たとえ検索が簡単にな

っても，機械可読形への変換は，検索をより簡単にし，適確な検索をするための方

向へ向っての 1つのステップにしか過ぎないであろう。何故なら，作成される各種

のファイルは，オリジナルデータとして，印刷目録やカード目録の時代と同じよう
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英国図宙館と19世紀刊本マイクロ化事業計画について

な役割を果すものであり， また利用できるものであるからである。ルネッサソス以

米図書館が抱え続けてきた問題，すなわち，書誌デークの精度を高めるという任務

は，依然として存在するであろう。

5 英国図吉館が現在早急に手がけるぺき仕事は当然のことながら，英国図古館の

蔵書検索の主要な手段となっている GeneralCatalogueの MARCへの変換であ

る。セソト ・パソクラス (St.Pancras)に新図書館が建設されているが， この

General Catalogueの MARC化がきわめて重要な意味を持っている。それは，

2カ所に分れた図書館が 1つの図祖館として機能するための成否が， この変換にか

かっているからである。また，目録の MARC化は，機械による図告検索システム

の進展とともに，図書保存政策にとっても中心的な課題となっている。現在，地図

および音楽図書館の蔵書（最近収集したもの）についてのコソビュークー化はかな

り進んでいるが，写本についての目録および検索についての機械化は，今なお考慮

中である。新聞については，特に難しい問題があるが，印刷目録の機械化は現実的

であり，役用削減にもつながるであろう。また，研究者にとっては，現在では不可

能な検索の手段をも与えてくれることになるであろう。

6 大英博物館図書館部の伝統を引き継ぐ重要な仕事の 1つは，英国図嚇館にとっ

て欠くことのできない蔵書目録である GeneralCatalogue の補追版を作ってゆく

ことである。その補遣の方法は GeneralCatalogue の小型版を作るとか主題分野

毎の目録等のような特殊目録を作成することによって行われるであろう。英語で街

かれた文献については， 1882年に Bullenが最初の補遺版を出している。この補追

版を契機として，現在世問にその名を知られた印刷目録である STCゃ Wingが

作られたのであり，イギリス，アメリカおよびオーストラリアの各国が所蔵する図

古資料について各種の補追版が作成されていったのである。

7 最初に18世紀刊本について大英博物館図書館部の伝統を引き継ぐ作業を行う必

要があると判断して，英国図書館理事会が， さまざまな曲折を経ながらも1976年に，

非常に重要な決定を行った。その決定に基づいて行われた作業の成果というぺきも

のが ESTCであり， これは，世界最大の遡及 MARCであり，現在5つの大陸に

存在する 950の図書館の蔵書を基にした 100万箇所以上の所在情報を持った約20万

点の文献を収録している。 100年前に Bullenの印刷目録がモデルとなって各種の

目録が作られていったように， ESTCは， ドイツ， オラソダ， スカソジナピア地

方， スペイソ， オーストラ リア， および， ニュージーラソドの各国における遡及

MARC作成計画のモデルとなっているのである。
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8 明確な原則に基づいて作成されている ESTCの経験をもとに，英国図祖館は，

大きな財政上の圧迫にもかかわらず， 19世紀刊行物の大部分をマイクロ フィッ シュ

化する計画を援助し推進することができると判断した。このマイクロ フィッツュ計

画のなかには，高度なものではあるが達成可能な基準に基づいた MARCの作成が

同時になされることが含まれている。この MARCを作成するということは，研究

の重要性に対して，英国図害館は強力な支持を惜しまないとい う態度の表明でもあ

る。また同時に，多数の重要な文献の存在そのものを回復不可能な劣化におとしい

れてしまう危険がある現在の絶望的な資料保存の危機状況に対して答えることでも

ある。

9 今日，すぺての図書館は，過去の図書資料の保存と，同時に調査研究目的のた

めに所蔵資料を利用させなければならないという相矛盾した 2つの重要な図書館の

機能の調整に頭を痛めているに違いないと思う。この問題に対する解決方法は容易

ではない。 しかし，勇気と想像力をもって考えれば，多くのことをなし うると思

う。技術的な進歩によって，前記 2つの機能を同時に果すことのできる可能性はあ

ると思う。デジクル信号を使って記録する方法，すなわち，マイクロ フイルムを作

るのと同じ手続で，光ディスクに記録しその記録を即座に検索できる方法は， 1つ

の解決策となるだろう。技術の進歩がもっと進めば，デジクル化された印刷物を読

みとって普段われわれが使っているアルフ ァペットに変換する，いわゆる物を判断

できるコソピューターの開発によって，もっと多くの解決策が考えられるであろう。

このよう なコソビュークーの開発は，連続した体系的に記録されたもの，例えば公

文書館の所蔵する資料のリストのような組織化されている一団の歴史資料を総合的

に検索し利用する場合に，大きな便宜を与えてくれるであろう。印刷目録に関して

いえば，データペース作成にとって欠くことのできないフィールド毎のタグ付けの

問題を未だ解決してくれはしないが，少くとも変換の作業を軽減してくれるであろ

う。技術が進歩すれば， フォーマットを自動的に見分けて判断することも可能とな

るであろう。ただし，そのためには原本が印刷されていることが必要である。何故

なら，印刷されている物はデジクル化することによって賂備されたタグに変換する

ことが可能だからである。

10 現在図書館が直面している問題は複雑多岐にわたるが，私は技術的な進歩によ

ってこれらの問題を解決できると考えている。ただ問題は時問的に問題解決に間に

合うかどうかだけである。 しかし， ただ予測しているだけでは無責任であり，

Micawber氏がいうように，図書館は将来も実際に利用できるものを使ってゆくで

あろうし，従って現代に生きるわれわれも現在利用できる技術を使って問題の解決

を図らなければならないのである。
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炎国図沿阻と19世紀刊本マイクロ化事某計画について

11 英国図書館が声を大にして訴えていることであるが，資料保存の危機的な現在

の状況は，非常に難しい問題をわれわれに投げかけている。部分的には，われわれ

が手を加えることによって資料の状態をよくするよりもむしろ悪くしてしまったり

白な過去の事実がある。すなわち，中世に作られたバーチメソトに告かれた写本の

製本を直す場合に，不適切な付屈品を使ってまずい製本に仕立て上げてしま ったこ

とがある。このような不適切な付属品を使 うことによって，劣化をむしろ速めてし

まい，再び製本し直すのに莫大な牧用がかかってしまうのである。ヶソプリッジに

ある CorpusChristi Collegeに寄贈された Parker大主教の20冊の写本が，約40

年前に製本し直されたことがある。この再製本の結果， 20冊の写本は悲靡I]的な状態

となってしまい，現在完全に利用できなくなってしまっている。今世紀初めに使用

され始めた蒋いカバーで本をおおう方法は，ほとんどの場合本を保設するよりも，

本そのものを破壊してしまう結果になっている。過去に間違いを犯した事実の記録

を作成しておくことは非常に大切なことである。疑いのないことであるが，資料の

保存に携わっている人々は物事に保守的な人が多く，適切でない取扱いをするよ り

もむしろ放貯しておく方がより親切だと考えている人達が多い。英国図轡館が保存

用マイ クロフイルムを重要視し，原本の利用に厳しい制限を加えることに決定した

のはそのためである。そして，英国図書館と Chadwyck-Healey社が，けわしい

道ではあるが， 1つのロ マソを持って19世紀刊本のマイクロ化を始めたの もそのた

めなのである。

19世紀刊本マイクロ化事業について (TheNineteenth Century) 

12 19世紀に刊行された区l雷館資料をマイクロ化しようという企画には，多くの間

題点があった。これらの問題点を現実的な方法で解決するために数力月を要した。

どのような手順を経ようとも，この企画の成否は英国図書館の協力如何にかかって

いることは明白であり，初期の段階から図害館のあらゆるレベルの館員の協力を得

ることが必要であった。この企画が，英国図書館の日常業務にどのよ うな影密を及

ぽすかを評価するために，すべての作業手順をチェックする必要があった。そうこ

うしている うちに， この企画は1985年に英国図書館理事会の承認を得ることができ，

1986年 3月に作業が開始された。

13 作業手順を実際にチェックする前に，編集委員会と協議して何をマイクロ化の

対象とし何を除外するかという編集方針を確立しなければならなかった。この作染

は非常に難しいものであったが，編集方針（少くとも近い将来に適用するための）

が作られ， "SubjectScope and Principles of Selection "とい う印刷物として発

表されている。最初の段階から，19世紀刊本をマイクロフィッシュ化するとい うこ

の企画には，個々の書誌デークを MARC化するという計画がともなっていたの
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であり，そのために，英国図雹館の整理技術スクッフと協議しながら， MARC化

の基本となる目録規則を作るこ とが必要であった。この目録規則は，現在 "Cata-

loguing Rules"とい う1冊の本にま とめられ， このなかで詳しく説明されてい

る。

14 この企画を実行してゆく最初の作業は，英国図書館のシェルフリストを使って

収録すぺき資料を選択することであり，現在もこの作業は続けられている。このツ

ェルフリストの基となっている分類基準は1843年に作られ， 1877年に改訂されたも

のである。その分類についての考え方は，大部分が Brunetの考えた分類表に基

づいている。彼の分類についての考え方は著名な "Manual"にまとめられてい

る。英国図書館のツェルフリストの使用は，以前は館員だけに限定されていたので

あるが， この企画を進めるためには最初の段階でこれらのシェルフリストを調査．す

ることが必要であった。それは英国図忠館の展開分類表がピクトリア朝時代の知識

に対する考え方を反映したものであるということの信ひ’ょう性が得られると考えら

れたからである。最近のものであるが印刷されたものや手書きの資料を基にして作

られた英国図書館内で現在使用されている分類のためのガイドは，"The Arrange疇

ment of Books in the British Museum Library 1843-1973" tこまとめられて

いる。マイクロ化するための資料の選択を体系的・組織的に行 うために， この企画

に参加しているメソバーは，英国図雷館のなかで特別の権限を与えられている。そ

して， この19世紀刊本のマイクロ化計画に従事しているメソバーが19世紀から受け

ついできた英国図書館の知的水準を守ることができるのである。

15 この企画は既存の害目類を基にして作業を進めるものではない。従って，英国

図祖館のツェルフリストから選び出されたすべての資料は，編集委員によって収録

すべきかどうかが調査され，書誌デークについても詳しく調べられることになって

いる。この作業はつまらない資料を除外するためであり，同時に重要な増補や編集

改訂がなされていない19世紀に作られたりリプリ｀ノト版を排除する作業でもある。

ある資料を収録するかどうかを判断する重要な要素は，その資料の書誌的な変遷で

ある。 何回もリプリソトされている狩料は特に調森を必要とする。そして，原本とし

て重要な意味を持つ版だけがマイクロフィッシュにされるのである。この企画の目

的である英語で書かれた19世紀刊本のマイクロ化は，編集委員会で選定された各主

題分野でほとんど網羅的にカバーされるであろう（前記 SubjectScope and Princi-

pies of Selection参照〕。しかし若干のものについては，選択して収録することに

なる。すなわち，選択して収録されるのは科学，技術，法律，および，医学の各分

野のものである。これらの分野の狩料については，現在のところ特定の専門家にし

か利用されない高度に専門化された資料は除外することにしている。
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英国図因館と19世紀刊木マイクロ化>Ji:業計画について

16 この事業が進行し，英国図書館の図害分類に基づく各分野が完全に調ぺられた

後は，他の主要な研究図書館の蔵書が調査され，必要とされる資料がこの企画に収録

されることになっている。それらの図書館のうち， このマイクロ出版計画に全面的

に賛成している BodleianLibraryの蔵書が最も重要なものとなることは疑いのな

いところである。現在刊行中の "NineteenthCentury Short Title Catalogue" 

が，他の図書館に所蔵されている資料についての費重な情報源となるであろう。

17 この企画のユニークな特長の 1つは，北アメリカ， ョーロッパ，およびオース

トラリアの主な書誌ネットワークを通じて，マイクロ化される各資料についての

MARCレコードが備えられるということである。 これらの MARCのデータは，

National Register of Microform Mastersのために英国図書館で現在作られてい

るデータと内容ほ同じものである（ただし， 少し詳細なものになるが）。 そして，

このことは，英語で書かれた19世紀刊本の世界最大のコレクジョンとマイクロ出版

社を結びつけて出版することを決定した英国図書館の決断の重要性をきわだたせて

いる。 NSTCの定期購入者は， MARCのデークを， MTの形で毎年その補造版

を入手できることになっている。あるいは，年間の補遺分をマイクロフィッツュ版

で要求することもできる。実際に使用する場合の便宜を考えて計画したこの出版計

画の 1つの特長は，書誌的には別個のものである資料とマイクロ化によって作られ

る個々のフィッシュを，明確に関連づけようとすることであり， これは MARCの

データを使うことによって適確に同一化できるように関連づけることによってなさ

れる。

18 伝統的にマイクロ出版事業は，出版のもつ 1つの基本的な命題，すなわち出版

すべきものの選択が最も重要であるという一貫した命題にほとんど無関心であった

ように思う。大低の場合，マイクロ出版計画はある特定の図書館に所蔵されてい

る同種の資料を無秩序に撮る傾向にあった。あるいは，信頼できる書誌が作られて

いるものについて対象とする領向があったように思う。英語で書かれた初期の刊本

については， STCゃ Wingのようなすぐれた目録に基づいて作られた完全で網羅

的なマイクロフイルムのコレクショソがある。このような網羅的に収録したマイク

ロ資料のコレクショ‘ノを作ることは，確かに 1つの有効な方法であろう。ただし，

網羅的に収録した場合には収録資料がある程度重複してしまうという事態ば必然

的に避けられない。

学問研究というものが，資料の増加（その大部分はリプリソト版や異った刊行形

式であるが）によって進歩向上が図られるものであるかどうかについては少々疑問

がある。また，保存の立場から見た場合には特に適切なものとは思えない。その

理由は，木材パルプが紙の生産に涵入される以前に，それぞれの時代の文化を理解
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するために必要な古い印刷資料の多くは，北アメリカおよびイギリスの主要な研究

図書館に，貴重書として完全な保護の下に保管されているからである。 1700年まで

に刊行された資料については，STCおよび Wingの例に見られるように，収録さ

れている資料の 5%弱のものが今まで知られていなかったものである。 18世紀の刊

本については， この数字はおそらくもっと高くなるであろう。すなわち，多分寿命

の短かい資料の存在する割合がもっ と高くなるからであり，マイクロ 出版社から見

放されてしまった種類の資料が多くあるであろう。 1700年までにイギリス連邦の諸

国で印刷された資料の うちで，重要な資料とされるもので簡単には利用できないも

のの数は， 15000点弱である。主な著作については，ファクシミリ版が作られてい

る (ScolarPressに在職中，私は2000点以上を出版したし，1900年代に出版された

他の出版社のシリーズのなかで，少くとも1000点は刊行されている）。 しかし， マ

イクロ出版に携わっている人達は，企画を立てる際に知的な仕事をすることを考え

ず，むしろ派生的なものだけを考えている。このことは特に強調しておきたいこ

とである。

19 出版の本道からはずれた派生的な出版事業は，それなりの魅力がある。すなわ

ち，経費があまりかからないこと（既に作られている書誌を使ったり，図書館の蔵

書目録を利用する方法），編集や製作作業がこうるさい建前論によってじゃまされ

ないこと，購入しているものが欠落のない完全なものであるとか過去に実績のある

出版社のものであれば，お客が熱心に受け入れてくれるものであること，等々であ

る。

20 "The Nineteenth Century "は， 従来のマイクロ出版とはかなり異ってい

る。それは，この刊行計画が最初から学術出版の一種と考えられていたからであ

る。このことが，このプロジェクトに携わる人々とこの企画に参加を表明したいく

つかの図書館の双方に，かなりの重荷を負担させている。数十万冊の図書を調査し

て，それらの図書をこのマイクロ化計画に加えるべきかどうかを決定しなければな

らない。ある図書が頁の欠落等により不完全なものであれば，別のコピーを調ぺな

ければならない。また，それぞれの図書館や内部部局が以前から決めているやり方

に充分考慮する必要がある。例えば，英国図書館の場合，マイクロ化するために書

庫から外部に持ち出す時は，すべて保存部の担当職員の調査を受けた後でなければ

ならないことになっている。すなわち，彼等がこわれ易い状態にあると判断した図

書についてほ，その現状を英国図書館のなかの撮影室でフィルムにとり，製本に大

きな損傷を与えていると思われる場合は，マイクロ化の許可を時には取消す必要が

ある場合もある。このような場合には，別のコピーを探し，マイクロ化するために

同じような手順をふまなければならない。同じように本を書庫に返す時にもすべて
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英国図宮館と19世紀刊本マイク P化事業計画について

の本について調査し，必要な場合には保存部で修理されて書庫に戻される。編集作

業は，図書館利用者の利用要求に応じる必要から，常に中断される。そして，この

種の編集作業の途中にある図書の返却は，書庫へ戻すのではなく編集室へ返すため

の手続がとられなければならない。

21 たとえどのような綿密な計画を立てようと，ある出版計画が広い範囲にわたる

学術研究のすべての要求を渦たすことは不可能である。実行段階で理由があると判

断して収録から除外したことが，後日になって間違っていたと考えられることもあ

りうる。明らかに取るに足りないと思われたものが，以前には考えられなかった新

しい意味を持ってくるといういやな性質をこの種の資料は持っている。科学史を研

究している人は，高度な技術書を収録しなかったことを遺憾に思うかも知れないし，

教育史の研究者は．教科書類を除外したことを残念に思うかも知れない。しかし，

19世紀にイギリス領であった国々で出版された膨大な数の出版物を考えると (100

万点以上と推定される）， 現実にはある種のものを除外せざるをえなかった。 たと

えある種の資料が除外されていようとも， この企画が完成した暁には， 19世紀研究

｝ことって欠くことのできない膨大な数の図書資料を利用することができるようにな

るのである。また， この企画では，収録された個々の資料についての詳細な書誌記

述を含んでいる MARCの作成が同時に行われており，この MARCの作成によ

ってこれらの膨大な図書資料の検索および利用が格段に高められるであろう。

Dr. Robin C. Alston略歴

1933年トリニダード生れ。プリティッツュ・コ

ロソビア大，オックスフォード大， トロント大
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茫塁明治期資料マイクロ化事業計画（大要）

1. 意義

早稲田大学明治期賓料マイクロ化事業委員会

早稲旧大学では， 外国における STCおよび ESTC,NSTCになら

い，明治時代に刊行された図祖汽料のマイクロ化を行うことに決定し

昭和62年6月から事業を開始した。

最近，紙の劣化が大きな社会問題として取り上げられ，酸性紙による印刷文化崩

壊の危機が叫ばれている。普段何気なく使っており，半永久的に生き長らえるもの

と考えていた紙にも，人問と同じく寿命があることが判明 した。いわゆる酸性紙問

題である。

明治のはじめ， 日本の近代化を図るために西洋の知識や技術が日本に輸入され

た。紙の製法や印刷技術も西欧化された。これに伴い洋紙は酸による紙の劣化とい

う和紙にはない問題をかかえることになった。近年の研究によれば，酸性紙によっ

て作られている印刷資料の寿命は，約 100年問しかないと言われている。わが国に

西洋の抄紙法が採り入れられたのが明治の初期であり，酸性紙の主な原因といわれ

る木材バルプの生産が始められたのが，明治の中期である。すなわち，わが国にお

いて問組の酸性紙を用いて出版が行われはじめてから，約 100年を経過しようとし

ている。このことは，明治中期から印刷されはじめた洋紙による図因資料が，紙の

劣化によ って崩壊する状況にあることを意味している。わが国近代化の経綽を記録

した重要な印刷狡料が， この世から消滅してしまうかもしれないのである。国立国

会囮古館等の調査によっても，明治初期およぴ中期の印刷毀料の劣化が激しく，緊

急な処附を要することが明らかである（図臼館研究シリーズ No.24)。外国におい

てほ，早くからこの問題が取り上げられ， この課題に対処するためのいくつかのプ

ロジェクトが進められている。 STC・ESTC・NSTC等々である。

明治時代は長い日本歴史の中でも特別な意味をもっている重要な転換期であり，

明治時代を抜きにして日本の歴史は語れない。まさ しく ョーロッパの歴史の中で，

19世紀とい う時代が特に重要な意味を持 って いるのと同じである（その慈味で

NSTCに大きな意義がある）。このようなわが国の歴史のうえで特に重要な意味を

もつ明治時代の活字資料が，紙の劣化等によって消滅しようとしている現在， これ

らの活字資料を何等かの方法によって保存し，後世に伝える責任が現代に生きてい

る我々に課せられているのである。

早稲田大学は，幸い戦災及び震災を免れ，東京専門学校創設当時からの蔵出を保

有し，幾多の諸先維の費重な旧蔵害を所有している。明治期資料を保有する図烈1館

としては，国立国会図書館等と並んで日本有数の図書館の 1つである。その意味で
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明治期資料を保存し後世に伝えるという大きな此任の一端を担っている。それ故視

時点で敢えてこのプロジェクトを企画し遂行していこうと考えた成である。

近代日本の原点ともいうぺき明治時代に刊行された資料の全容は現在の段階で

は未だ充分にわかっていない。当時は地方における出版活動が盛んであり，出版物

の流通が全国的な広がりを持っていなかったことを考えると，明治期の資料は日木

全国に分散所蔵されているものと思われる。従って 1館2館の図苫館に所蔵されて

いるもののみで明治期資料を網羅することは到底できないと考える。従ってこのプ

ロジェクトを遂行するためには，日本全国の図書館の協力が不可欠の条件と なる。

いろいろな難しい問題点を内包しているにもかかわらず，現時点で敢えてスタート

したのは前述の酸性紙問題および明治期資料の全体像の解明という点から考えて，

この課題に緊急に対応しなければならないと考えるからに他ならない。

明治時代は『過去のすべてのものがそこへ流れ込み，現在のあらゆるものがそこ

に根ざした』と言われている。このような重要な時代に生み出された記録文化の全

容を明らかにすることは，明治研究はもとより，近代日本の研究にとってもきわめ

て重要なことだと思われる。関東大澁災後，明治文化研究会が生れ，吉野作造らに

よって「明治文化全集」 刊行という偉業がなしとげられ，柳田泉 • 木村毅ら早稲田

の先翡の先生がたもこれに協力，推進に力を尽された。これらは政治 ・経済 ・芸術

・教育などの全分野にわたっての大事業であった。私たちはこれを現代の立場から

継承，発展させ新しい技術を採り入れ，明治期に作り出された咬料の全体（象をさら

に徹底的に明らかにする必要を感じている。現代に生きる者の歴史への責任を果す

という意味において，将来， このプロジェクトが全国的なものとして成長し，欧米

における同種のプロジェクトと肩を並べられる日がくることを強く希望する。

2. 目的

新中央図占館芯工を契機に，図書館として真に意義のある泌念事業とすること。

第 1の目的はあくまで早稲田大学図害館所蔵のすべての明治期資料をマイクロ化し

て保存するためであり，販売を優先するものではない。従って撮彩，製作は順次す

ペての明治期刊行物を対象としていくものとする。

1 早稲田大学所蔵明治期刊行物をすべてマイクロ化し，明治期狩料を分淵保存し

て後世に伝えること。

2 早稲田大学図書館所蔵の和書データベース作成のための遡及入力の一瞑として

行うこと。

3 未所蔵明治期資料を可能な限り収集すること。

4 このプロジェクトを通じてわが国における資料保存学の確立を目指すこと。

3. 対象

早稲田大学所蔵明治期全資料
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総数約12万冊

単行害類約 6万冊

4. 作成計画

1 期間

逐次刊行物類約 6万冊

単行書類および逐次刊行物類それぞれ約 6万冊をマイクロ化するためには，年間

約4000冊を処理するとして15年間を必要とする。この15年間を 3期に分け， 5年で

1期分を完了させるようなスケジュールにしたいと考える。それは， このような長

期に亘る プロジェクトを完成させるためには， 5年間毎にレビューし直し作成計画

を見直す必要があると考えるからである。

2 撮影方法

マイクロフィッジュで作成する。

その理由は

① 1冊につき 1枚のフィッ‘ンュでかなりの資料が撮影できること。

② 他機関の所蔵資料を追加し拡張してゆく場合に操作しやすいこと。

③ 七ット領布以外の個別額布にも対応しやすいこと。

5. その他

1 データベースの作成

早稲田大学図書館は，現在学術情報システムを構築中である。その一環として早

稲田大学図書館が所蔵する明治期資料について遁算入力を行うことは，和書につい

ての遡及入力をスタートすることであり，学術情報システムの樅築にむけて非常に

重要な作業となる。わが国では未だ明治期刊行物のデータペースが存在していな

い。早稲田大学図雷館が，部分的にせよ明治期資料についてのデータベースを構築

する意義はきわめて大きいと考える。

2 リプリント版の作成

明治期資料をマイクロ化する今回の事業は，現物調査および書誌作成作業を前提

としてお り，未知の文献が多数発掘されることが予想される。イギリスにおいて行

われている19世紀刊本のマイクロ化事業 NSTCを例にとると， ある分野の専門研

究者でさえ知らなかった文献が，半数近くを占めていたと言われる。明治期資料の

マイクロ化を進めていく過程で新たに発掘された未知の文献を復刻し， リプリソト

版として社会に公開することは，資料をマイクロ化してゆくこととともに，今回の

重要な仕事の 1つと考える。明治期の資料は数がきわめて少なくなっている。資料

の消滅は明治文化のある意味での消滅でもある。このような明治文化の消滅を防ぎ，

明治期研究の益々の活性化を図るうえで，発掘された未知の文献および重要文献の

リプリソト版を作成することは， きわめて意義深い仕事となろう。

（やまもと のぶお 明治期資料マイクロ化事業室）
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